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研究グループ 

 研究代表者 
 上谷彊輔（青森大学ソフトウェア情報学部） 

 研究分担者 

 角田、小久保、坂井、石田、和島、メネンデス
（青森大学ソフトウェア情報学部） 

 横山隆三（岩手大学地域連携推進センター） 

 呉武仁、尾上義文、新谷敬（株式会社ユニーク
アーバニスツ） 

 協力 

 国・県・市町村、企業・団体、大学・研究所、
学校（高校・中学） 



研究概要 

 研究の３つの柱 

3D GISの開発 コンテンツ制作 中高生セミナ 



青森を創造する 

青森を発信する 

プロジェクトの目標 



3D GISの開発 



3D GIS「デジタル青森」 

 青森のあらゆる素材をデジタル化 

 何でものみ込むプラットフォーム 



3次元地形表示、操作 

 大容量データの高速表示 



プラグインによる機能拡張 

 モデルローダ 
  

  

3Dオブジェクトの配置 配置したモデルの変形 



プラグインによる機能拡張 

 多重テクスチャ  カメラパス 
  

  

斜め写真の利用 自動アニメーション表示 



コンテンツ制作 



3D建造物コンテンツの制作 

取材+写真を元に作成 

CADをベースに作成 地図から自動生成 



研究のプラットフォームとして 

 他分野とのコラボレーション 

 岩木川の水質調査データ（水環境学会） 

 国勢調査データ（社会学部） 

水質の可視化 人口動態の可視化 



中高生セミナ 



「情報離れ」 

 パソコンや携帯への慣れが「使えてい
る」という誤解を生む 

 科学としての楽しさ、もの作りの感動を
伝えられていない 

国立

私立

－

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21

入
学
者
数

情報系学科の入学者数 

（文科省 学校基本調査より） 



身近な素材をテーマに 

 自分たちの学校を作る 

撮影・測量 校歌の音源作成 

プログラミング 3DCG作成 



地域の素材をテーマに 

 縄文時代の青森を3次元再現する 

三内丸山遺跡での「縄文セミナ」 



地域の課題をとらえる 

 商店街の再生を考える 

商業高校インターンシップ 



ICT教育のプラットフォームとして 

 セミナメニュー、教材の開発と公開 

 新しいテーマの導入 

 継続的な活動 

中高生セミナ実施状況 

年度 テーマ 回数 人数
高校校舎のCG制作 2 22
デジタル青森のシステム開発 1 2
高校校舎のCG制作 4 28
デジタル青森のシステム開発 1 2
高校校舎のCG制作 3 23
デジタル青森のシステム開発 1 3
中心商店街のCG制作 1 8
観光物産館のCG制作 2 48
縄文セミナー 1 11
新しい青森ベイエリアの制作 1 18
高校校舎のCG制作 1 35
中学校校舎のCG制作 1 2
観光物産館のCG制作 1 29
縄文時遊館のVRマップ作製 1 10
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青森を創造する 

青森を発信する 

プロジェクトの目標 


